
 

 

 

 

学校運営協議会 
先日、今年度最後の学校運営協議会を開催しました。

公私ともにお忙しい中に運営委員の皆様には、授業参
観や学校運営に関するご意見等をいろいろといただき
ました。今年度が終わろうとしていますが、やはり地
域の方々の協力なしには、適切な学校運営ができない
ことを、改めて実感することができました。今後も地
域の方々のご意見やご指導をいただきながら、子ども
達が「学校に行きたい」、保護者の方が「我が子を安心して任せることができる」、
地域の方々が「協力したい」と思ってくださる学校を目指していきます。今回は最
初に各学級の授業を参観いただき、その後今年度の学校運営に関する成果と課題次
年度へ向けての構想の説明をさせていただきました。その後いろいろなご意見をい
ただくことができました。子ども達の地域でのあいさつのこと、登下校のこと、地
域の遺産である西港ガイドのこと、いじめのこと、児童数の推移のことなど多岐に

わたりました。いろいろなお話を聞かせていただき、運
営協議会の皆様の児童はもちろん学校への深い愛情を
感じることができました。本当にありがたいと思いまし
た。 
これからもよりよりコミュニティースクールの実現

に向けて、地域の方々のご協力をいただきながら学校運
営に取り組んで行きま
す。今後ともよろしくお
願いいたします。 
 

みんなで一つのことに 
先日、校内なわとび大会を行いました。どの学年

も練習をしっかりやってきており、長縄の８の字跳
びですが、１年生から６年生まで本当に上手でし
た。各学年目標を持って練習した成果が出ました。勉強や習い事、スポーツ何でも
そうですが、継続して練習した人にはかないません。努力を続ければ少しずつです
が上達します。また今回は、みんなで協力することが大切な競技でした。もちろん、
怪我や病気でタイマー係や応援など競技自体には参加できない人もいしたが、それ
ぞれの役割はとても大切なのです。タイミングよく跳ぶ人、３分も回し続けると腕
が痛くなりとても大変な縄を回す人、すべての学級の仲間が大切な存在です。練習
はきつかったけどみんなで一つのことに取り組み、できなかったことができるよう
になったことは、大きな成果です。この経験を「ただきつかった」で終わるのでは

なく「みんなで一つのことに取り組み成長できた」と
胸を張って欲しいと思います。がんばった自分を誉め
てください。がんばったあなたたち、友達が失敗して
も「大丈夫だよ」と勇気を与えてくれた人、このこと
が支え合い・学び合いだと思います。これからも互い

を思い支え合い・学び合っていってください。 
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３年生 本番に挑戦 

学校運営委員の方の授業参観 

本年度学校運営の概要説明 

１年生 なわとび応援のお礼に来てくれました 


